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「建学の精神をどう具現化するか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆ 会  期 ◆ 平成 26 年 11 月 ７ 日（金）～ ８ 日（土） 

◆ 会  場 ◆ 新横浜プリンスホテル 

                〒222-8533 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-4 （JR 東海道新幹線･新横浜駅徒歩 2 分） 

☎ 045-471-1111 

◆ 募集人員 ◆ 50 名 

◆ 参加対象 ◆ A 次世代リーダー（次世代の理事長・校長等）を志す者 

B ニューリーダー（新任の理事長・校長等） 

C 次世代リーダーを育成する現職リーダー（現職の理事長・校長等） 

 
平成 26 年度 全国私立中学高等学校 

 

私立学校専門研修会 

次世代リーダー育成部会 
実施案内 

主催 一 般 財 団 法 人 私 学 研 修 福 祉 会 
協力 一般財団法人日本私学教育研究所 
後援 日 本 私 立 中 学 高 等 学 校 連 合 会 

 

少子化や経済不況の影響などにより、学校経営環境が著しく変化する中、学校が未来永劫的に存

続・発展していくことは社会的な使命でもあり、そのためには、学校経営者には「変化を読み取り柔

軟に対応する能力」、「的確な決断を下すための知識」が求められる。そのような中にあっては、将来

的に学校経営の舵取りを任されることになる経営後継者に求められる役割と責任は大きい。 

本部会では、自校の建学の精神、歴史を深く理解した上で、これからの時代を見据え、自校と経営

後継者自身の理想の将来像を描き出すための考え方や視点を学び、その実現に向けて教職員と連携し

自律的に行動するために必要となる様々な知識やスキルを習得する。また、現職の学校経営者が理想

や現実を語り、その経験から得られた教訓などを次世代に伝えるとともに、関係者のネットワークづ

くりや情報交換の場とする。 

本年度は、私学にとって永遠のテーマである「建学の精神をどう具現化するか」について考える。

学校改革を加速させるためには、教育内容等のソフト面はもちろんのこと、教育環境等のハード面で

の充実は欠かせない。また、建学の精神に裏打ちされた確固たるビジョンなしに改革を成し遂げるこ

とはできない。今一度建学の精神に立ち戻り、教育内容や生徒の学習環境の中にどのようにビジョン

を反映させていくかは、経営後継者に課せられた最大の使命と言える。 

かつて私学の三大特色と言われた「男女別学教育」、「一貫教育」及び「宗教教育」は公立学校の私

学化により現在では色褪せた感もあるが、今も尚これに拘り女子の一貫教育を貫く現職の学校経営者

の考えを聞くとともに、完成したばかりの新たな教育施設を視察し、そこに込められた現職の学校経

営者の思いやミッションスクールとしての経営方針などを聞くことを通して「建学の精神の具現化」

へのヒントを探る。 



 

◆ プログラム内容 ◆ 

①講演 

演題「私立学校の次世代リーダーに望むこと」 

講師 實 吉 幹 夫 東京女子学園中学高等学校 理事長・校長 

 

 

 

 

②学校視察 

学校法人聖マリア学園 聖光学院中学高等学校 

〒2３１-8681 神奈川県横浜市中区滝之上１００ 

電話 045-621-2051 

完全中高一貫教育の男子校。1958 年中学校創立（高等学校は 1961 年創立）。キリスト教教育修士会（同会は 1817 年に 
ジャン・マリー・ロベール・ド・ラ・ムネ神父によってフランスに創設された）によって設立された。建学の精神は 
「カトリック的世界観にのっとり、人類普遍の価値を尊重する人格の形成、あわせて、高尚、かつ、有能なる社会の成員 
を育成する」。キャッチフレーズは「Be Gentlemen !」。難関大学（旧帝大､早慶など）現役合格率全国№1を誇る進学校。 
姉妹校に「さゆり幼稚園」、「静岡聖光学院中学高等学校」、「セント・メリーズ・インターナショナル・スクール」。「文化 
を創る 100 年建築」のコンセプトで竣工された新校舎並びに地下一階地上三階の 1500 名収容のホールなどを視察する。 

・授業視察 

・施設視察 

・挨拶及び説明 工 藤 誠 一 聖光学院中学高等学校 理事長・校長 

  ③教育懇談会 

           関係者間のネットワークづくりに資するための懇談会を開催します（全員参加。懇談会費は参加費に含む）。 

               ④意見交換会 

 前日の講演、学校視察及び教育懇談会を受け、テーマに沿った議論を更に深めます（少人数によるグループ討議）。 

◆ 日程概要 ◆ 

時 刻 9   10   11   12   13   14   15  16   17   18   19  20 
00  30   00    45 00 15      15      15     00                    30     30  00           30 
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◆ 講師・指導員（順不同）◆ 

實 吉 幹 夫 東京女子学園中学高等学校 理事長・校長 

工 藤 誠 一 聖光学院中学高等学校 理事長・校長 

吉 田  晋 富士見丘中学高等学校 理事長・校長 

中 川 武 夫 蒲田女子高等学校 顧問 

◆ 専門委員・指導員（順不同）◆ 

木 内 秀 樹 東京成徳大学中学高等学校 理事長・校長 

近 藤 彰 郎 八雲学園中学高等学校 理事長・校長 

山 中 幸 平 学校法人山中学園（如水館中学高等学校） 理事長 

德 野 光 博 学校法人東福岡学園（東福岡自彊館中学校・東福岡高等学校） 理事長 

鈴 木 秀 一 一般財団法人日本私学教育研究所 事務局長 

 

實吉幹夫氏プロフィール 
 1943 年東京都生まれ。学習院大学経済学部卒業後、長銀不動産株式会社（日本ランディック株式会社に営業譲渡）に奉
職。1985 年東京女子高等学校（現東京女子学園高等学校）教諭。1989 年学校法人東京女子学園理事、1999 年東京女子学
園中学高等学校副校長、2000 年同校校長、2003 年同学園理事長。（一財）東京私立中学高等学校協会副会長、東京都私立
学校審議会委員、公益財団法人東京都私学財団理事の外、（一財）日本私学教育研究所副理事長、日本私立中学高等学校連
合会常任理事などの要職を務める。2009 年 4 月～2010 年 3 月文部科学省「学校の第三者評価のガイドラインの策定等に
関する調査研究協力者会議」委員。2013 年 8 月～12 月同「いじめ防止基本方針策定協議会」協力者。 



 
◆ 日 程 表 ◆ 

11 月７日（金）〔会場 3 階セレナーデ〕 

11 月８日（土）〔会場 3 階セレナーデ〕 

 
09:30 

 
 

10:00 
 
 
 
 
 
 
 
 

10:45 
 
 
 
 
 

12:15 
 

13:15 
 

14:00 
 
 
 
 
 
 

16:30 
 

17:30 
 

18:00 
 
 

 
 
 
 
 

19:30 

 
受付 

◇ 開会式 
司会 鈴木秀一 （一財）日本私学教育研究所 事務局長 

1．開式 

2．主催者挨拶及び講話 （一財）日本私学教育研究所 理事長 吉田 晋 

3．日程説明 

4．閉式 

◇ 講演 
司会及び講師紹介 德野光博 （一財）日本私学教育研究所 次世代リーダー育成専門委員 

演題 「私立学校の次世代リーダーに望むこと」 

講師 東京女子学園中学高等学校 理事長・校長 實吉幹夫 

昼食 

移動（貸切バス） 

◇ 学校視察 
司会 鈴木秀一 

1．授業視察  

2．施設視察  

3．挨拶及び説明 聖光学院中学高等学校 理事長・校長 工藤誠一 

移動（貸切バス） 

休憩 

◇ 教育懇談会〔会場 ４２階トップオブヨコハマ「スカイバンケット」〕  
司会 鈴木秀一 

1．開会挨拶 （一財）日本私学教育研究所 次世代リーダー育成専門委員 近藤彰郎 

2．乾杯 （一財）日本私学教育研究所 次世代リーダー育成専門委員 山中幸平 

3．懇談 

4．閉会挨拶 （一財）日本私学教育研究所 所長 中川武夫 
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◇ 意見交換会 
司会・進行 （一財）日本私学教育研究所 次世代リーダー育成専門委員長 木内秀樹 

テーマ 「建学の精神をどう具現化するか」 

※少人数によるグループ討議（申込書記入の討議希望テーマを参考にグループ分けします） 

◇ 閉会式 
司会 鈴木秀一 

1．開式 

2．総括 （一財）日本私学教育研究所 次世代リーダー育成専門委員長 木内秀樹 

3．閉式 

解散 

 



◆ 会場案内 ◆ 

新横浜プリンスホテル 

（JR 東海道新幹線新横浜駅より徒歩 2 分。羽田空港より連絡バスで平常時約 40 分） 

 

◆ 参加申し込み方法 ◆ 

 下記「参加申し込みの注意」をご覧になった上でお申し込み下さい。 

① 申し込み先  

 

 

 

② 申し込み締切日 平成 26 年 10 月 24 日（金）必着 

            申し込みは先着順に受け付けますので、募集人員を超えた場合は期日前でも締め切ら 

せていただくことがあります（申し込みを締め切った場合はホームページ上でお知らせします）。 

◆ 参 加 費 ◆ 25,000 円（昼食費（7 日のみ）及び教育懇談会費を含む。※宿泊費は含まず） 
※宿泊の斡旋はいたしませんので、ご手配はご自身でお願いします。 

◆ 参加確認証 ◆  参加申し込みの受付後、「参加確認証」をご本人宛にお送りしますので、研修会当 

日はこれをご持参いただき受付にご提示下さい。 

◆ 参加申し込みの注意 ◆ 

①  「参加申込書」に必要事項をご記入の上、上記申し込み先に FAX または郵送でお送り下さい。 

 ②  参加申し込みの受付後、2 週間以内に「参加確認証」及び「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」 

をお送りします。参加費は、必ずこの払込用紙にて、指定されたコンビニエンスストアでお支払い下さ 

い。なお、参加費の領収書は「払込受領書」をもって代えさせていただきます。 

③  研修会への参加申し込み後・参加費支払い後の変更・取り消しについては、必ず FAX にてご連絡下 

さい。参加費支払い後の取り消しについては、10 月 31 日（金）・15 時までにご連絡があった場合、 

参加費は事務手数料 1,000 円を差し引いてご返金いたします。なお、返金は、研修会終了後１ヶ月程度 

かかりますので、予めご了承下さい。また、10 月 31 日・15 時以降に取り消しのご連絡があった場合 

及びご連絡なしに不参加の場合、参加費はご返金できませんので、研修会資料の発送をもって代えさせ 

ていただきます。 

◆ 個人情報の取り扱い ◆ 

   当研究所では、研修会に参加される方の個人情報は厳重に管理・保護し、その取り扱いについては、 

法令その他の規範を遵守し、細心の注意を払っております。参加申込書にご記入いただいた個人情報は、 

「参加確認証」及び研修会参加のために必要な書類の送付、実施要項の名簿作成、当研究所の各種研修会 

開催等のご案内の送付、また、何らかの理由で研修会に参加される方に連絡を要する事態が生じた場合の 

みに利用いたします。 

一般財団法人日本私学教育研究所・私立学校専門研修会担当 宛 

 〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷 UN ビル 6 階 

 電話 03-3222-1621 FAX 03-3222-1683 
 ホームページ http://www.shigaku.or.jp/ 

 

http://www.princehotels.co.jp/shinyokohama/access/
http://www.shigaku.or.jp/


一般財団法人日本私学教育研究所  行             【申込締切日：１０月２４日（金）必着】 
 FＡＸ ０３-３２２２-１６８3   

平成 26 年度 全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会 

次世代リーダー育成部会 参加申込書 
平成 26 年   月   日 

 

① 参 加 者 氏 名  

（ふりがな） 
 男 

   

女 

 

②  学   校   名 

 
③ 

職 

名 

 
学  校 

区  分 
１．中学校 ２．高等学校 ３．中高併設校 ４．中等教育学校  
Ａ．男子校 Ｂ．女子校 Ｃ．共学校（含む男女別学校） 

④  学  校  住  所 

〒 

 
 

T     E       L           （               ）               ／ F    A       X           （             ） 

⑤   参 加 確 認 証 送 付 先 ※ 
※上記参加者本人または所属学校以外への 

送付を希望する場合は、その送付先をご記

入下さい。 

〒 

 

              （受取人氏名             ）  

⑥ 参加者緊急連絡先※ 
 

 
※緊急の場合、確実に連絡が取れる携帯電話番号、自宅電話番号等をご記入下さい。 

⑦メールアドレス※ 

 
   

※今後、当研究所から研修会等の案内のメール配信をご希望の方は、メールアドレス（携帯電話のアドレスは不可）をご記入下さい。 なお、過去に 

当研究所の研修会に参加し申込書にご記入いただいた方は登録されておりますので再度ご記入の必要はありません。アドレス変更の場合のみご記入下さい。 

⑧ 参 加 対 象…A、B、Cの該当する記号に○をつけ、必要事項をご記入下さい。 

 

※ Ａ ．次世代リーダー（次世代の理事長・校長等）を志す者 

   ※ Aの場合は所属学校法人または学校代表者の推薦（下記の所属長による参加承認）を必要とします。  
 

Ｂ ．ニューリーダー（新任の理事長・校長等）［就任    年目］  

 

C ．次世代リーダーを育成する現職リーダー（現職の理事長・校長等）   

 ※ Aの場合は必ずご記入下さい。  

 一般財団法人日本私学教育研究所 御中 
 
    上記申込者の平成26年度私立学校専門研修会･次世代リーダー育成部会の参加を承認します。  

 

   学校（法人）代表者  職名             氏名                     印  

⑨ 「意見交換会」での討議希望テーマがありましたらご記入下さい（グループ分けの参考にします）。  

⑩  通 信 欄 

 

※ FAXまたは郵送でお申し込み下さい。 

※ 複数名の参加の場合は、本参加申込書をコピーしてご記入下さい。 
受付番号  

 


